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在

H
台
湾
人
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社
会
へ
の
適
応
戦
略
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ュ
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カ
マ
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例
に
|

|
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文
化
学
研
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科
博
士
課
程

本
稿
で
は
、
従
来
の
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
の
研
究
と
異
な
り
、
生
活
史

調
査
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
視
点
を
用
い
、
阪
神
の
在
日
台
湾
人
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー

の
生
活
史
の
事
例
か
ら

、

在
日
一
世
の
台
湾
人
母
親
が
二
世

•

三
世
の
子

ど
も
に
対
し
て
選
び
取
る
、
日
本
社
会
へ
の
適
応
と
抵
抗
の
戦
略
を
捉
え

よ
う
と
す
る
試
論
で
あ
る
。

在
日
台
湾
人
母
親
は
自
分
の
日
本
で
の
社
会
経
験
を
踏
ま
え
て
、
日
本

で
生
き
る
た
め
に
日
本
社
会
を
取
り
込
み
な
が
ら
も
、
各
自
の
置
か
れ
た

環
境
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
部
分
的
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
教
え
、
子
ど
も
に
継
承
す
る
。
他
方
、
日
本
社
会
で
は

適
切
で
な
い
と
見
な
し
た
出
身
文
化
は
教
え
ず
、
結
果
的
に
断
絶
す
る
こ

と
に
な
る
。
中
国
語
も
教
え
る
が
、
民
族
教
育
と
い
う
よ
り
も
実
用
性
を

重
視
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
民
族
性
を
押
し
付
け
な
い
オ
ー
プ
ン
な
姿

勢
が
在
日
台
湾
人
母
親
の
選
び
取
る
教
育
戦
略
の
独
自
性
と
し
て
伺
え
る
。

は
じ
め
に

従
来
の
日
本
の
華
僑
の
研
究
は
、
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
を
中
心
に
、

政
治
・
経
済
の
視
点
か
ら
華
商
・
ビ
ジ
ネ
ス
致
冨
論
（
源
一
九
七

六
）
や
歴
史
の
視
点
か
ら
の
軌
跡
論

（鴻
山
一
九
七
九
）
な
ど
マ

ク
ロ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。
八
十
年

代
以
降
、
中
国
の
開
放
政
策
の
影
響
を
受
け
、
日
中
関
係
論
（
林

一
九
八
九
）
や
華
僑
の
全
体
像
（
斯
波
一
九
九
五
）
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
造
論
（
陳

二
O
O
-
）
、
宗
教
・
民
俗
文
化
論

（
王
二

0
0

一
）
、
特
定
の
地
域
を
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
た
研
究

（
陳
二

O

0
三
）
な
ど
が
あ
る
。
教
育
の
視
点
か
ら
は
往
々
に
し
て
華
僑
学
校

に
力
点
が
置
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
（
市
川

一
九
八
七
、
杜

一
九
九

一）
。
さ
ら
に
、
「
華
人
と
し
て
の
ニ

ュ
ー
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確

立
」
と
い
う
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
の
構
造
に
着
目
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し
た
研
究
も
流
行
し
て
い
る
（
戴
一
九
八

O
、
永
野
一
九
九
四
、

斯
波
一
九
九
五
）
。
た
と
え
ば
、
過
は
日
本
の
国
籍
の
取
得
や
日
本

人
と
の
国
際
結
婚
を
通
し
て
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
境
界
線
の
移
動
を
考
察
し
て
い
る
（
過
一
九
九
九
）
。
こ
れ
ら
の

研
究
で
は
世
代
ご
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
し
て
の
華
僑
に
お
け
る

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容
は
、
時
代
、
社
会
と
い
う
外
部
環
境
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
部

環
境
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
と
い
う
子
ど
も
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

形
成
過
程
に
深
く
関
わ

っ
て
い
る
内
部
環
境
の
要
素
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

本
稿
で
は
内
部
環
境
と
し
て
の
家
族
の
社
会
化
機
能
を
重
視
し
、

出
身
文
化
の
継
承
を
担
う
在
日
台
湾
人
の
母
親
を
対
象
に
、
子
ど
も

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
文
化
を
伝
え
、
ま
た
日
本
の
社
会
に
適
応
し

て
い
く
過
程
で
ど
の
よ
う
に
文
化
の
断
絶
が
起
き
る
の
か
を
解
明
す

る
。
な
ぜ
、
在
日
台
湾
人
を
対
象
に
す
る
の
か
と
い
う
と
、
い
ま
ま

で
華
僑
研
究
で
は
、
往
々
に
し
て
在
日
台
湾
人
は
中
国
出
身
の
華
僑

の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
母
親
の
教
育
戦
略
に
お
い
て
は
、

両
者
の
間
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
周
知

の
通
り
、
中
国
と
台
湾
は
政
治
上
、
緊
張
関
係
に
あ
り
、
中
国
は
台

湾
の
所
有
権
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
政
府
は
台

湾
を
統
治
し
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
り
、
さ
ら
に
歴
史
的
文
化
的

に
異
な
る
社
会
構
造
を
無
視
し
、
中
国
出
身
の
華
僑
研
究
論
や
統
計

数
字
を
台
湾
華
僑
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
適
切
と
は
い
え
な
い
。
本

稿
は
従
来
の
研
究
と
異
な
り
、
台
湾
出
身
の
華
僑
を
中
国
出
身
の
華

僑
か
ら
区
別
し
て
、
い
ま
ま
で
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
阪
神
地
域

の
在
日
台
湾
人
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
異
文
化
適
応
に

(1
)
 

焦
点
を
合
わ
せ
る
。

一
方
、
在
日
台
湾
人
は
同
じ
植
民
支
配
を
受
け
た
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
と
は
異
な
り
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
顕
在
化
せ
ず
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
も
の
も
な
い
。
エ
ス

(2
)
 

ニ
シ
テ
ィ
と
し
て
の
結
び
つ
き
の
弱
い
台
湾
人
の
日
本
人
社
会
へ
の

同
化
と
抵
抗
の
仕
方
は
、
民
族
集
団
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
チ
ェ
サ

の
よ
う
な
伝
統
信
仰
を
通
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
集

住
す
る
傾
向
に
あ
る
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
（
た
と
え
ば
、
大
阪
市
の

生
野
区
）
と
大
き
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
在
日
台

湾
人
を
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
で
は
な
く
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
集
団
と
し
て
扱
い
、
特
に
阪
神
地
域
の
在
日
台
湾
人
の
個
々

人
を
対
象
に
す
る
。

ま
た
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
し
て
の
在
日
台
湾
人
の
ア
イ
デ
ソ
テ
ィ

テ
ィ
形
成
に
お
け
る
母
親
の
役
割
を
考
察
す
る
た
め
に
、
マ
ク
ロ
な

視
点
か
ら
で
な
く
、
生
活
史
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
視
点
を
通
し
て
、
対

象
者
の
主
観
的
な
側
面
か
ら
、
個
々
人
に
よ

っ
て
経
験
さ
れ
る
日
本

社
会
へ
の
適
応
や
文
化
摩
擦
が
、
二
世
や
三
世
の
子
ど
も
に
対
す
る

教
育
戦
略
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
読
み
解
い
て
い
き

た
い
。
な
お
、
生
活
史
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
在
日
台
湾
人
の
研
究

142 



と
し
て
、
野
入
は
石
垣
島
に
い
る
日
本
人
と
台
湾
人
の
民
族
関
係
の

変
容
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
が
（
野
入
二

O
O
O
ー
一
）
母
親
の

子
ど
も
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
研
究
で
は
、
生
活
史
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
阪
神

地
域
の
在
日
台
湾
人
を
対
象
に
、
母
親
が
ど
の
よ
う
に
日
本
の
社
会

や
文
化
を
主
観
的
に
意
味
づ
け
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
自
分
の
子
ど

も
の
異
文
化
適
応
力
を
生
活
の
中
で
培
っ
て
い
く
た
め
に
彼
女
た
ち

が
選
び
取
っ
て
い
く
教
育
戦
略
を
、
明
ら
か
に
し
、
文
化
の
継
承
と

断
絶
の
独
自
性
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

分
析
の
枠
組
と
調
査
方
法

分
析
枠
組
と
調
査
方
法
を
述
べ
る
前
に
、
こ
こ
で
在
日
台
湾
人
の

背
景
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
大
阪
府
と
兵
庫
県
の
外
国
人
登
録
者

(3
)
 

数
二
十
一
万
二
千
五
百
九
十
人
と
十
万
千
九
百
六
十
三
人
の
う
ち
、

台
湾
人
は
大
阪
府
三
万
八
千
五
百
五
十
四
人
と
兵
庫
県
（
含
神
戸
）

(4
)
 

二
万
七
百
人
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
戦
前
の
日
本
植
民
地
下
の

台
湾
か
ら
の
移
住
者
、
戦
後
の
中
華
民
国
か
ら
の
移
住
者
、
そ
し
て

彼
ら
の
子
孫
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
日
中
（
中
華
人
民
共
和
国
）
国

交
回
復
以
前
(
-
九
七
二
年
）
に
渡
日
し
た
た
め
に
、
中
華
民
国
（
台

湾
）
の
国
籍
を
手
に
入
れ
、
中
国
大
陸
か
ら
直
接
移
住
し
て
き
た
者

も
便
宜
的
に
在
日
台
湾
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

在
日
台
湾
人
と
は
日
本
に
在
住
す
る
中
華
民
国
国
籍
者
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
政
府
は
現
在
の
中
華
民
国
と
国
交
が
な

い
た
め
、
統
計
上
等
で
は
往
々
に
し
て
在
日
中
国
人
に
含
ま
れ
る
こ

と
が
多
い
。
ま
た
、
日
本
に
帰
化
し
た
在
日
台
湾
人
の
数
を
含
め
る

と
、
台
湾
の
ル
ー
ツ
を
持
つ
者
は
、
上
記
の
数
字
よ
り
も
大
幅
に
上

回
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
上
記
の
統
計
上
の
数
字
の
そ
れ
ぞ
れ

に
は
戦
前
か
ら
日
本
に
い
る
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
の
老
華

僑
と
近
年
に
な
っ
て
渡
日
し
て
き
た
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
新
華
僑
が
含

ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
国
籍
に
関
係
な
く
、
台
湾
の
ル
ー
ツ
を
持
っ

て
い
る
場
合
、
在
日
台
湾
人
と
し
て
扱
う
。

文
化
適
応
の
独
自
性
を
分
析
す
る
た
め
に
、
分
析
枠
組
と
し
て
、

ベ
リ
ー
が
提
示
し
た
異
文
化
適
応
の

A
S
I
M
モ
デ
ル
（
同
化
a
s
,
 

similation
、
離
脱
s
e
p
a
r
a
t
i
o
n
、
統
合
integration
、
周
辺
化

m
日

吾

侍
ation)

を
用
い
る
。
こ
れ
は
「
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
文
化
的
特
性
を
保
持
す
る
こ
と
に
価
値
を
お
く
か
ど
う
か
」

と
「
異
文
化
の
集
団
と
関
係
を
も
つ
こ
と
に
価
値
を
お
く
か
ど
う
か
」

と
い
う
二
つ
の
基
準
か
ら
異
文
化
適
応
の
モ
デ
ル
を
類
型
化
す
る
も

の
で
あ
る
(

]

0

百
W
.Berry1
9
9
2
)

。

調
査
方
法
と
し
て
は
、
阪
神
地
域
で
二

0
0六
年
七
月
か
ら
九
月

に
か
け
て
行
っ
た
在
日
台
湾
人
の
母
親
五
名
と
そ
の
子
ど
も
八
人
の

生
活
史
調
査
を
行
う
。
ベ
リ
ー
が
提
示
し
た
異
文
化
適
応
モ
デ
ル
を

様
々
な
角
度
か
ら
計
る
た
め
に
、
阪
神
地
域
に
お
け
る
台
湾
人

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
母
親
の
戦
略
を
五
つ
の
側
面
か
ら
分
析
す
る
。
す

な
わ
ち
①
「
学
校
の
選
択
」
、
②
「
日
本
文
化
の
習
得
」
、

③

「
台
湾
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的
家
庭
教
育
」
、

④

「
日
台
の
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
、
⑤
「
民

族
言
語
の
習
得
」
で
あ
る
。
生
活
史
調
査
は
継
続
中
で
あ
り
、
本
稿

で
提
示
す
る
事
例
も
少
数
の
た
め
、
本
稿
は
仮
説
策
出
的
な
性
質
の

も
の
で
あ
る
。

今
回
の
生
活
史
調
査
は
日
本
語
と
台
湾
語
と
中
国
語
が
混
ざ

っ

た
、
言
わ
ば
「
在
日
台
湾
式
日
本
語
」
と
も
呼
べ
る
よ
う
な
言
葉
を

通
し
て
行
わ
れ
た
。
調
査
対
象
者
五
人
は
す
べ
て
台
湾
で
生
ま
れ
育

ち
、
そ
の
う
ち
二
人
は
元
留
学
生
で
、
留
学
後
そ
れ
ぞ
れ
日
本
人
や

在
日
台
湾
人
二
世
と
結
婚
し
て
日
本
に
残
っ
て
い
る
。
他
の
三
人
は

す
べ
て
結
婚
を
理
由
に
渡
日
し
た
。
三
人
の
配
偶
者
で
あ
る
夫
の
う

ち
、
二
人
は
日
本
人
、

一
人
は
在
日
二
世
で
あ
る
。
ま
た
、
五
人
の

中、

三
人
は
大
阪
府
、
以
外
の
二
人
は
神
戸
近
郊
に
在
住
し
て
い
る
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
八
人
の
う
ち
に

一
人
は
台
湾
生
ま
れ
の
日
本
育
ち

で
、
以
外
の
七
人
は
す
べ
て
日
本
で
生
ま
れ
育

っ
て
い
る
。
な
お
、

来
日
の
理
由
は
大
別
す
る
と
二
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る

（表
l
)。

調
査
対
象
者
の
家
庭
を
単
位
と
し
て
、
番
号
A

¥
E
を
つ
け
る
。

そ
の
家
族
成
員
が
わ
か
る
よ
う
に
父
親
は
1
、
母
親
は
2
、
子
ど
も

は
3
以
降
の
番
号
を
年
齢
の
順
に

つ
け
た

（例
え
ば
、

A
2
さ
ん
と

言
え
ば

A
家
族
の
母
親
で
あ
る
）
。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
今

回
の
イ
ン
タ
ピ
ュ

ー
は
三
カ
言
語
を
通
し
て
完
成
し
た
も
の
で
あ

っ

て
、
筆
者
は
録
音
テ
ー
プ
の
声
を
忠
実
に
日
本
語
に
転
換
す
る
責
務

を
負
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、

適
宜
、
筆
者
の
注
釈
を
（

）
に
付
け
加
え
た
。
ま
た
筆
者
が
強
調

在日台湾人対象者属性一覧

No./家 A2家 B2家 C2家 D2家 E2家

年齢 40代前半 50代後半 50代前半 50代後半 60代後半

来日年代 1983 1975 1979 1974 1978 

来日年齢 19 26 23 24 40 

来日理由 留学 結婚 留学 結婚 結婚

現在の国籍 中華民国台湾 中華民国台湾 中華民国台湾 日本籍 日本籍

身分 日本人の妻 在日台湾人 在日台湾人 日本人の妻 日本人の妻

2世の妻 2世の妻

通名の使用 日本人夫の苗 台湾名 一家は日本人 日本名 日本名

字として使用 の苗字を通名

として使用

母親の交友匿 日本人交友囲 日本人交友圏 日本人交友圏 台湾人交友圏 台湾人交友圏

子どもの数 2 2 2 1 1 

子どもの国籍 日本籍 台湾在日 3世 台湾在日 3世 日本籍 日本籍

子ともの学校 日本人学校 中学校まで神 日本人学校 日本人学校 中学校まで大

戸の中華学校 阪の中華学校

子どもの塾 小学校から日 小学校から日 小学校から 日 X 小学校から日

本人塾 本人塾 本人塾 本人塾

中国語の学習 夏休み台湾の 中華学校 夏休み台湾に 大卒後 中華学校
場所 託児所 おけるキャンプ 台湾へ留学

居住地域 神戸近郊 神戸近郊 大阪地域 大阪地域 大阪地域

表 1
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以上の情報はすべて調査時点のものである。注



し
た
い
箇
所
に
は
、
文
字
の
横
に
傍
点
を
つ
け
た
。

日
本
社
会
へ
の
適
応
戦
略
の
有
り
様

以
下
、
阪
神
の
在
日
台
湾
人
の
母
親
の
生
活
史
を
通
し
て
、
そ
の

異
文
化
適
応
の
戦
略
を
捉
え
て
い
く
。

教
育
の
戦
略
を
分
析
す
る
前
に
、
一
九
七

O
•

八
0
年
代
に
来
日

し
た
台
湾
人
母
親
の
背
景
を
述
べ
る
。
調
査
対
象
者
五
人
の
う
ち
四

人
は
戦
後
に
生
ま
れ
、
一
人
は
戦
時
中
に
生
ま
れ
た
。
台
湾
の
国
民

党
政
府
か
ら
反
日
教
育
、
反
共
（
中
国
共
産
党
）
教
育
を
受
け
て
き

た
。
当
時
の
政
策
は
、
旧
宗
主
国
で
あ
る
日
本
文
化
の
遺
習
や
植
民

色
を
一
早
く
払
拭
す
る
た
め
に
、
マ
ス
コ
ミ
の
テ
レ
ピ
放
送
の
み
な

ら
ず
、
公
的
な
場
で
日
本
語
ど
こ
ろ
か
草
の
根
の
台
湾
語
す
ら
も
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
植
民
地
時
期
、
日
本
軍
に
協
力
し
た
当
時
の

台
湾
人
エ
リ
ー
ト
層
は
中
国
大
陸
か
ら
や
っ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
外
省

人
に
政
治
舞
台
か
ら
排
除
さ
れ
、
庶
民
の
台
湾
人
も
戒
厳
令
を
出
し

た
国
民
党
の
統
治
体
制
に
恐
怖
を
覚
え
て
い
た
。
一
九
八
七
年
解
厳

後
、
旧
台
湾
人
エ
リ
ー
ト
が
次
第
に
政
治
の
舞
台
に
現
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
親
日
派
」
の
よ
う
な
発
言
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
、
当
時
の
庶
民
は
、
日
本
の
経
済
力
に
魅
力
を
感
じ
、
来
日

を
希
望
す
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

（
＿
）
日
本
人
学
校
と
民
族
学
校
の
選
択
戦
略

現
在
、
中
華
学
校
は
四
都
府
県
（
東
京
、
横
浜
、
大
阪
、
神
戸
）

に
集
中
し
て
、
そ
の
幼
稚
園
と
大
学
の
数
を
枠
外
と
す
れ
ば
、
小
学

(
5
)
 

校
・
中
学
校

・
高
校
の
校
数
は
合
計
五
箇
所
で
十
二
校
あ
る
。
こ
の

数
字
は
、
韓
国
・
朝
鮮
学
校
の
数
と
比
較
し
て
み
る
と
、
け
っ
し
て

多
い
と
は
い
え
な
い
。
韓
国
・
朝
鮮
人
学
校
は
、
日
本
全
国
で
二
十

八
都
道
府
県
に
広
が
り
、
七
十
二
箇
所
で
合
計
百
十
一
校
も
あ
る

（
金
二

0
0五
）
。
平
成
一
七
年
の
外
国
人
登
録
者
数
は
韓
国
・
朝

鮮
人
が
五
十
九
万
八
千
六
百
八
十
七
人
に
対
し
、

中
国
（
含
台
湾
・

香
港

・
マ
カ
オ
）
人
は
五
十
一
万
九
千
五
百
六
十
一
人
を
占
め
て
い

る
。
在
日
韓
国
・
朝
鮮
系
の
人
数
と
中
国
系
の
人
数
の
差
は
八
万
弱

に
す
ぎ
ず
、
人
数
の
比
重
と
民
族
学
校
数
を
ク
ロ
ス
分
析
す
れ
ば
、

中
国
系
の
学
校
数
は
か
な
り
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
は
、
た
と
え
日
本
に
永
住
意
識
を
持
っ
て
も
、

自
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
に
、
民
族
学
校
が

機
能
し
て
い
る
。
中
華
学
校
も
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
出
身
地
と

い
う
郷
土
意
識
を
基
に
作
ら
れ
た
「
粗
」
の
組
織
の
一
部
で
あ
り
、

か
つ
、
「
摺
」
の
維
持
や
拡
大
と
い
っ
た
機
能
を
保
持
し
て
い
る

（
市
川
一
九
八
七
）
。
民
族
主
義
教
育
と
も
言
え
る
が
、
む
し
ろ
地

方
派
閥
主
義
、
郷
土
論
理
が
強
調
さ
れ
、
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
戦
前
に
お
い
て
は
、
い
ざ
有
事
の
際
に
、
日
本
を

引
き
払
い
故
郷
へ
戻
る
意
識
が
あ

っ
た
が
、
戦
後
は
移
住
地
の
日
本

に
永
久
移
住
す
る
意
識
が
次
第
に
強
く
な
っ
て
い
る
。
戦
後
の
中
華
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学
校
の
方
針
も
、
次
第
に
移
住
者
の
永
住
志
向
に
変
わ
り
、
教
育
の

論
理
に
お
い
て
も
郷
土
・
民
族
教
育
か
ら
共
生
教
育
へ
と
転
換
し
て

き
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
方
針
の
転
換
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

在
日
台
湾
人
の
母
親
は
必
ず
し
も
自
分
の
子
ど
も
を
華
僑
学
校
に
入

学
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。

調
査
対
象
者
A
2
さ
ん
と

D
2
さ
ん
の
配
偶
者
は
日
本
人
で
あ
る

た
め
、
子
ど
も
を
日
本
人
学
校
へ
行
か
せ
る
の
を
当
然
の
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

C
2
さ
ん
は
中
華
学
校
に
対
す
る
批
判

か
ら
、
子
ど
も
を
日
本
人
学
校
へ
入
学
さ
せ
て
い
る
。

「
入
ろ
う
と
す
る
学
校
に
す
べ
て
子
ど
も
を
連
れ
て
見
に
行
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
学
校
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
）
へ
も
、

O
O
（
有
名
私

立
学
校
）
へ
も
連
れ
て
行
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
中
華
学
校
へ
も
連
れ
て
行
っ

た
。
で
も
（
当
時
）
中
華
学
校
は
古
い
、
汚
い
、
水
も
れ
。
息
子
は
い
や

だ
か
ら
や
め
た
。
」

(
C
2
さん）

帰
化
の
意
向
が
見
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

C
2
さ
ん
は
ア
イ

デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
を
高
揚
す
る
「
場
」
で
あ
る
民
族
学
校
を
敢
え
て
選

ば
ず
、
幼
稚
困
か
ら
大
学
ま
で
の
日
本
の
私
立
学
校
を
選
択
し
た
。

日
本
語
も
中
国
語
も
教
え
な
い
ア
メ
リ
カ
人
学
校
も
考
慮
範
囲
内
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

C
2
さ
ん
に
は
民
族
文
化
に
対
す
る
こ

だ
わ
り
が
な
い
と
看
取
で
き
よ
う
。
結
局
、
日
本
人
も
あ
ま
り
入
ら

な
い
小
中
高
一
環
の
私
立
学
校
へ
入
ら
せ
た
の
は
、
日
本
社
会
に
生

き
て
い
く
子
ど
も
の
将
来
の
出
世
と
発
展
を
配
慮
し
た
結
果
と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
移
民
地
で
あ
る
日
本
社
会
や
教
育
制
度
に
合
わ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

大
阪
中
華
学
校
の
小
学
校
部
の
場
合
は
中
国
語
を
中
心
に
教
育
す

る
の
に
対
し
、
中
学
校
部
は
日
本
語
を
中
心
に
切
り
替
え
て
、
日
本

人
と
ほ
ぽ
同
じ
よ
う
な
教
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
聞
き
取
り

調
査
の
結
果
が
あ
る
。
そ
れ
は
子
ど
も
を
順
調
に
日
本
の
高
校
へ
進

学
さ
せ
る
た
め
、
日
本
の
社
会
と
の
つ
な
が
り
も
考
慮
し
た
、
中
華

学
校
の
配
慮
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
大
阪
・
神
戸
中
華
学
校
の
高
校
部

は
な
い
）
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

C

2
さ
ん
が
中
華
学
校
を
選

択
し
な
か
っ
た
の
は
、
現
実
的
に
中
華
学
校
の
良
し
悪
し
を
考
え
て

の
こ
と
だ
っ
芦
゜
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「
日
本
の
中
華
学
校
は
台
湾
の
学
校
を
代
表
で
き
な
い
。
遅
れ
て
い
る
。

中
華
学
校
は
日
本
語
、
中
国
語
、
英
語
と
標
榜
し
て
い
る
け
れ
ど
、
私
は

実
際
に
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
見
て
、
全
部
中
途
半
端
。
日
本
語
も
、
中
国

語
も
。
生
活
上
の
教
育
も
ル
ー
ズ
。
た
と
え
ば
、
子
ど
も
は
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
る
。
お
湯
を
入
れ
て
や
る
。
ル
ー
ズ
。
た
と
え
ば
、
学
校
の

先
生
は
朝
ご
は
ん
を
学
校
に
持
っ
て
き
て
食
べ
る
。
生
徒
に
見
ら
れ
て
も

平
気
。
全
然
考
え
ら
れ
な
い
。
台
湾
だ
っ
た
ら
、
日
本
の
学
校
だ
っ
た
ら
、

絶
対
あ
り
え
な
い
。
」

他
方
、
実
際
中
華
学
校

へ
通
っ
て
い
た

B
3
さ
ん
、

E
3
さ
ん
に

ィ
ン
タ
ピ
ュ
ー
し
た
結
果
、
「
中
華
学
校
は
人
数
が
少
な
い
か
ら
み

ん
な
仲
が
い
い
し
、
暖
か
か
っ
た
」
、
「
大
家
族
み
た
い
」
、
「
先
生
は



よ
く
世
話
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
C

2
さ
ん
は
、
人
情
よ
り
も
（
ル
ー
ズ
で
は
な
い
）
学
校
の
規
律
を
重

視
し
て
い
る
。
台
湾
人
の
中
で
は
、
中
華
社
会
の
良
さ
は
人
情
が
厚

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
日
本
人
社
会
の
良
さ
は
規
律
を
守
る
こ
と

と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。

C
2
さ
ん
は
実
際
に
帰
化
し
な
い
が
、
日

本
文
化
の
良
い
と
こ
ろ
を
子
ど
も
に
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
意

欲
が
潜
在
的
に
慟
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
（
大
阪
）
中
華
学
校
は
在
日
台
湾
人
子
ど
も
に
台
湾
本
土

の
子
ど
も
と
同
じ
語
学
力
を
つ
け
る
た
め
、
台
湾
か
ら
教
科
書
を
取

り
寄
せ
て
、
日
本
語
、
中
国
語
の
両
立
を
標
榜
す
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

教
育
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

C
2
さ
ん
は
日
本

社
会
に
生
ま
れ
育
つ
子
ど
も
に
言
語
の
優
先
順
位
を
つ
け
た
と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
社
会
で
出
世
す
る
た
め
に
、
日
本
語
の
習

得
が
よ
り
い
っ
そ
う
大
切
で
あ
る
。
会
話
程
度
の
日
本
語
力
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
日
本
社
会
文
化
を
知
り
、
教
養
あ
る
日
本
語
を
子
ど

も
が
身
に
つ
け
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
人
学
校
へ
行
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
本
土
並
み
の
英
語
力
は
で

き
な
い
。
会
話
だ
け
の
言
語
力
は
足
り
な
い
。
教
養
が
あ
る
英
語
が
喋
ら

．．．． 

れ
な
い
か
ら
ね
。
中
華
学
校
も
同
じ
。
中
途
半
端
は
あ
か
ん
。
教
養
が
あ

•••••••••••••••••••••• 
る
日
本
語
が
喋
ら
れ
な
い
と
日
本
人
の
社
会
へ
入
れ
な
い
。
」

(
C
2
さん）

(7
)
 

自
分
を
「
華
人
」
と
規
定
し
て
、
華
人
は
ど
う
や
っ
て
異
郷
で
生

き
残
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
と
し
て
の
C
2
さ
ん
の

課
題
で
あ
る
。

C
2
さ
ん
は
元
留
学
生
と
い
う
身
分
で
来
日
し
た
。

結
婚
す
る
前
に
何
年
も
留
学
生
生
活
を
過
ご
し
、
日
本
文
化
に
触
れ

る
機
会
が
あ
り
、
日
本
社
会
を
あ
る
程
度
経
験
し
て
い
る
。
表
面
的

に
穏
や
か
な
日
本
社
会
で
あ
る
が
、
実
際
に
接
触
し
て
み
て
、
異
質

性
を
受
け
入
れ
な
い
傾
向
を
感
じ
た
C
2
さ
ん
に
と
っ
て
、
子
ど
も

が
日
本
社
会
に
お
い
て
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
子
育

て
に
お
い
て
も
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
日
本
人
学

校
へ
行
か
せ
る
こ
と
自
体
、
言
葉
も
習
慣
も
日
本
人
並
に
な
り
、
日

本
社
会
へ
入
り
込
む
た
め
の
戦
略
と
見
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
の

学
校
は
、
外
国
人
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
は
じ
め
て
自
分
の
民
族

性
を
自
覚
す
る
「
場
」
に
な
る
。
し
か
し
、

C
家
は
民
族
名
の
代
わ

り
に
、
日
本
人
名
を
通
名
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
子

ど
も
に
対
す
る
保
護
措
置
の
一
環
と
し
て
取
ら
れ
る
。
強
い
て
言
え

ば
、
三
世
代
に
わ
た
っ
て
、
帰
化
し
よ
う
と
し
な
い

C
家
は
一
見
し

た
と
こ
ろ
で
「
民
族
志
向
」
だ
と
思
わ
れ
た
が
、
実
際
に
日
常
生
活

で
日
本
名
を
通
用
し
て
い
る
上
に
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の
日
本

の
一
貫
教
育
を
受
け
さ
せ
る
戦
略
は
、
日
本
社
会
で
成
功
す
る
た
め

の
「
出
世
志
向
」
と
考
え
ら
れ
る
。
子
ど
も
が
日
本
の
社
会
へ
入
り

込
む
戦
略
に
お
い
て
、
民
族
意
識
よ
り
も
実
用
性
を
重
ん
じ
て
い
る
。

（
二
）
日
本
文
化
の
習
得

日
本
伝
統
文
化
に
関
し
て
、
在
日
台
湾
人
の
母
親
は
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
姿
勢
が
見
え
る
。
特
に
、
配
偶
者
が
日
本
人
の
場
合
は
、
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日
本
の
文
化
の
伝
承
を
日
本
人
の
妻
の
役
目
と
し
て
意
欲
的
に
教
え

る
一
面
が
あ
る

「
う
ち
で
は
積
極
的
に
日
本
の
習
慣
に
従
っ
て
、
ほ
ぽ
毎
年
、
お
雛
飾
り

と
か
、
七
五
三
と
か
、
ほ
ど
ほ
ど
の
日
本
の
習
慣
は
守
っ
て
行
き
た
い
。

（
中
略
）
私
は
自
分
の
日
本
語
の
発
音
が
悪
い
の
で
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て

い
る
。
綺
麗
な
敬
語
と
か
で
き
な
い
か
ら
最
初
か
ら
一
歩
引
い
て
る
か
も

•••••••••• 

し
れ
な
い
。
百
％
日
本
人
に
な
り
た
い
。
日
本
人
の
お
母
さ
ん
が
で
き
る

こ
と
は
私
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
し
、
日
本
語
も
完
璧
に
し
ゃ
べ
り

••••••••• 

た
い
。
別
に
主
人
か
ら
何
も
プ
レ
シ
ャ
ー
な
い
。
私
は
人
に
言
わ
れ
た
＜

．．．． 

な
い
だ
け
。
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
は
台
湾
人
で
す
か
ら
、
日
本
の
習
慣
を

．．．．．． 

知
ら
な
い
と
思
わ
れ
た
く
な
い
。
要
す
る
に
、
負
け
た
く
な
い
。
」

(
A
2

さ
ん
）

日
本
人
の
妻
と
し
て
の
A
2
さ
ん
は
、
帰
化
し
て
い
な
い
が
、
結

婚
後
、
義
理
の
両
親
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
す
ぐ
日
本
人
の
苗
字

を
名
乗
っ
た
。
そ
の
後
、
自
分
の
民
族
名
は
め
っ
た
に
使
っ
て
い
な

い
。
主
人
か
ら
何
も
プ
レ
シ
ャ
ー
が
な
い
と
言
い
な
が
ら
も
、
日
本

文
化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
子
ど
も
の
教
育
に
お
い
て
も
な
る
べ

く
日
本
人
の
家
庭
と
同
じ
よ
う
に
日
本
人
ら
し
い
子
ど
も
を
育
て
て

行
き
た
い
と
言
う
A
2
さ
ん
は
、
積
極
的
に
日
本
社
交
会
へ
入
り
込

み
、
台
湾
人
の
同
郷
組
織
と
は
ま
っ
た
く
連
携
し
て
い
な
い
。
日
本

人
交
友
圏
へ
入
っ
た
が
、
た
だ
単
に
A
2
さ
ん
の
主
人
は
日
本
人
と

い
う
理
由
だ
け
で
、

A
2
さ
ん
は
日
本
人
と
目
さ
れ
、
付
き
合
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

A
2
さ
ん
が
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
す
ぐ
距
離
を
と
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
自
分
が
完
璧
な
日
本

人
で
は
な
い
と
い
う
主
観
的
経
験
か
ら
、
遭
遇
し
た
状
況
を
再
解
釈

し
、
そ
の
意
を
子
ど
も
に
託
し
、
日
本
人
ら
し
い
日
本
人
の
子
ど
も

を
作
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

A
2
さ
ん
は
子
ど
も
に
も
中
国

語
を
勉
強
さ
せ
た
。
中
国
語
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
自
体
、
母
親
の
故

郷
を
子
ど
も
に
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
が
唯
一
の
理
由
と
い
う
。

積
極
的
に
日
本
社
会
に
溶
け
込
み
、
自
ら
一
歩
を
引
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
た
が
、
帰
化
し
な
い
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
心
の
奥
底
で
は

揺
ら
ぎ
と
葛
藤
が
垣
間
見
え
よ
う
。

一方、

D
2
さ
ん
は
子
ど
も
が
小
学
校
の
と
き
に
、
よ
く
学
校
か

ら
の
通
知
書
な
ど
が
読
め
な
い
の
で
困
っ
た
と
い
う
経
験
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
日
本
語
能
力
を
は
じ
め
、
日
本
の
伝
統
文
化
さ
え
も
理

解
で
き
な
か
っ
た
。
家
族
全
員
で
、
日
課
と
し
て
台
湾
か
ら
持
っ
て

き
た
「
関
公
」
の
飾
り
（
中
国
系
の
一
神
様
）
を
信
仰
の
中
心
と
し

て
参
拝
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
は
日
本
人
だ
と
思
い
、

日
本
人
の
学
校
へ
入
学
さ
せ
て
、
日
本
人
に
と
っ
て
重
要
な
民
族
文

化
を
子
ど
も
に
学
習
さ
せ
る
。
学
校
の
先
生
か
ら
子
ど
も
が
教
わ
っ

た
日
本
文
化
を
子
ど
も
か
ら
学
習
し
た
。
日
本
人
の
子
ど
も
に
と
っ

て
は
、
特
別
な
七
五
三
の
年
齢
に
際
し
て
も
、
自
分
の
信
仰
に
反
す

る
神
社
へ
連
れ
て
行
っ
て
子
ど
も
の
成
長
を
祈
願
し
た
。
さ
ら
に
、

子
ど
も
の
要
望
に
応
じ
て
、
雛
人
形
も
飾
っ
て
い
た
。
た
だ
、
日
本

人
学
校
へ
行
か
せ
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
習
俗
に
反
す
る
日
本
文

化
も
許
容
し
て
い
る
。
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他
方
、
在
日
台
湾
人
の
妻
の
C
2
さ
ん
も
、
お
客
さ
ん
と
し
て
の

外
国
人
で
は
な
く
、
日
本
文
化
を
知
る
外
国
人
と
し
て
日
本
に
生
き

て
行
き
た
い
と
い
う
姿
勢
が
あ
り
、
自
ら
日
本
文
化
を
子
ど
も
に
教

え
込
む
一
面
が
あ
る
。
私
立
学
校
に
行
か
せ
る
こ
と
で
日
本
の
上
流

社
会
に
子
ど
も
を
入
ら
せ
る
一
方
、
家
庭
生
活
で
は
日
本
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
合
わ
し
て
、
日
本
人
が
忘
れ
か
け
た
「
祝
祭
日
」
も
、
外
国

人
の
家
庭
で
実
行
す
る
。
た
だ
し
、
少
な
く
と
も
一
人
一
着
の
着
物

を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
日
本
人
と
異
な
っ
て
、

C
家
で
は

和
服
を
着
さ
せ
た
こ
と
が
な
い
。

C
2
さ
ん
の
真
意
は
日
本
文
化
の

継
承
で
は
な
く
、
日
本
人
と
肩
を
並
べ
ら
れ
る
ほ
ど
日
本
文
化
に
詳

し
い
外
国
人
に
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

「
子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
に
私
は
意
識
的
に
や
っ
て
い
た
。
私
は
教
え
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。
特
別
に
和
服
を
着
さ
せ
な
い
け
ど
、
う
ち
は

日
本
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
だ
け
ど
、
日
本
の
文
化
を
知
ら
な
い
の
は
あ

か
ん
。
い
ま
、
日
本
の
若
世
代
は
な
ん
に
も
し
な
い
と
よ
く
聞
く
け
ど
、

日
本
人
が
や
ら
な
い
こ
と
も
う
ち
は
な
ん
で
も
や
る
。
」

(
C
2
さ
ん
）

こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
と
結
婚
し
て
い
る
場
合
も
、
結
婚
し
て
い

な
い
場
合
も
日
本
文
化
を
習
わ
せ
て
い
る
。

A
2
さ
ん
の
よ
う
に
完

璧
な
日
本
語
を
話
し
た
く
て
日
本
人
に
認
め
ら
れ
る
日
本
人
の
妻
に

な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
夢
を
子
ど
も
に
託
し
て
い
る
場
合
も
あ
れ

ば、

D
2
さ
ん
の
よ
う
に
、
子
ど
も
か
ら
日
本
文
化
を
習
い
、
日
本

文
化
を
模
倣
し
た
例
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

C
2
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

異
郷
に
生
き
る
た
め
に
、
日
本
文
化
を
知
る
こ
と
は
上
流
社
会
で
必

要
と
さ
れ
る
教
養
の
―
つ
で
あ
る
。

（
三
）
台
湾
的
家
庭
教
育

在
日
台
湾
人
の
母
親
は
、

D
2
さ
ん
が
「
台
湾
人
は
全
員
が
日
本

で
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
、
日
本
人
に
合
わ
せ
る
」
と
言
っ
て
い
る
よ

う
に
、
子
ど
も
を
日
本
社
会
へ
入
り
込
ま
せ
る
た
め
に
、
教
育
上
、

積
極
的
に
日
本
式
の
や
り
方
を
取
り
入
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
っ

と
深
く
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
彼
女
た
ち
は
家
庭
教
育
に
お

い
て
は
、
自
分
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
言
わ
ば
日
本
式
の
教
育
方
法

と
対
抗
す
る
台
湾
式
の
教
育
方
法
を
取
り
、
異
文
化
適
応
力
を
日
常

生
活
の
中
で
、
培
っ
て
い
く
戦
略
も
伺
え
る
。

た
と
え
ば
、
近
年
の
日
本
の
学
校
で
は
、
体
罰
ど
こ
ろ
か
、
子
ど

も
を
叱
る
こ
と
さ
え
あ
ま
り
し
な
い
と
よ
く
聞
か
れ
る
。
付
き
合
い

は
ほ
ぽ
日
本
人
で
、
小
学
校
か
ら
ず
っ
と
日
本
人
の
学
校
へ
通
っ
て

い
た
日
本
籍
の
D
3
さ
ん
は
「
日
本
人
の
親
は
や
っ
ば
り
甘
え
て
い

る
と
思
う
よ
。
親
が
真
剣
に
怒
ら
な
い
か
ら
、
子
ど
も
は
ど
こ
か
甘

え
て
、
バ
カ
に
し
て
い
る
」
と
言
っ
た
。
在
日
台
湾
人
の
母
親
は
、

自
分
の
子
ど
も
を
積
極
的
に
日
本
人
社
会
へ
送
り
出
す
が
、
日
本
式

の
躾
で
は
な
く
、
自
分
が
体
験
し
た
い
わ
ば
自
分
の
小
さ
い
頃
、
親

か
ら
受
け
た
躾
を
真
似
し
て
、
自
分
の
子
ど
も
に
再
現
す
る
。
現
在

の
台
湾
で
も
日
本
と
同
様
に
個
性
を
重
視
す
る
教
育
の
風
潮
が
あ
る

も
の
の
、
在
日
台
湾
人
の
母
親
の
教
育
方
法
は
台
湾
を
出
た
と
き
の
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ま
ま
で
止
ま
っ
て
い
る
。
日
本
に
移
住
し
て
も
、
四
六
時
中
と
も
言

え
る
ほ
ど
よ
く
台
湾
の
親
に
電
話
を
か
け
た
り
、
台
湾
の
家
族
と
連

絡
を
取
っ
た
り
し
て
い
る
。
台
湾
へ
行
く
最
大
の
理
由
は
祖
母
の
見

舞
い
で
あ
る
た
め
、
台
湾
と
の
つ
な
が
り
は
、
台
湾
に
い
る
祖
母
を

中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
台
湾
に
お

け
る
時
代
の
変
化
と
流
行
の
転
換
な
ど
、
完
全
に
把
握
で
き
る
と
は

言
い
が
た
い
。
台
湾
に
対
し
て
は
、
や
は
り
来
日
前
の
印
象
が
強
く

残
っ
て
い
る
。

「
く
そ
ば
ば
、
ば
か
、
と
か
よ
く
息
子
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
聞
い
た
。

『
も
う
ほ
っ
と
く
、
知
ら
ん
こ
と
に
す
る
』
っ
て
、
日
本
人
の
母
親
は
い
つ

も
そ
う
言
う
。
私
だ
っ
た
ら
、
絶
対
だ
め
。
息
子
は
心
の
中
で
何
を
考
え

て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
も
し
息
子
が
私
の
鼻
を
指
し
な
が
ら
、
「
う

る
さ
い
」
と
か
と
言
っ
た
ら
、
冗
談
半
分
な
ら
、
ま
、
別
と
し
て
、
本
気

だ
っ
た
ら
、
絶
対
、
頬
を
叩
い
て
う
ん
と
痛
い
目
に
合
わ
せ
る
（
給
他
顔

色
看
、
一
定
會
被
我
打
死
）
」
（
C
2
さ
ん
）

「
日
本
人
は
家
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
顔
を
見
な
く
て
も
『
た
だ
い
ま
』
と

言
う
。
う
ち
の
母
な
ら
絶
対
だ
め
。
絶
対
顔
を
見
て
、
言
わ
せ
る
よ
。
ま
、

う
ち
一
番
（
普
通
の
日
本
人
家
庭
と
）
違
う
の
は
、
挨
拶
だ
ね
。
食
べ
る

前
に
も
絶
対
目
上
（
長
輩
）
を
誘
っ
て
か
ら
食
べ
る
の
ね
」

(
D
3
さ
ん
）

前
項
で
も
論
じ
た
よ
う
に
C
2
さ
ん
は
中
華
学
校
を
選
択
せ
ず
、

日
本
人
の
学
校
へ
子
ど
も
を
行
か
せ
た
。
日
本
社
会
へ
行
く
扉
を
開

く
た
め
の
戦
略
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
文
化
や
教
育
制
度
も
取

り
入
れ
な
が
ら
も
、
台
湾
で
培
っ
た
教
育
文
化
を
部
分
的
に
再
生
産

す
る
。
ど
ち
ら
の
育
て
方
が
子
ど
も
に
と
っ
て
は
適
切
な
教
育
法
な

の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
趣
旨
で
は
な
い
。
だ
が
、
躾
に

関
し
て
は
、
断
じ
て
日
本
人
学
校
に
任
す
こ
と
は
で
き
な
い
姿
勢
が

窺
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
日
本
人
の
若
者
に
聞
い
て
み
る
と
、
二
十
歳
を
過
ぎ
た

ら
、
い
か
に
遅
く
外
で
遊
ん
で
い
て
も
親
か
ら
電
話
は
ま
ず
来
な
い

と
い
う
。
し
か
し
、
古
い
台
湾
式
の
教
育
方
法
は
い
ま
だ
に
在
日
台

湾
人
の
中
に
残
っ
て
い
る
。
台
湾
語
で
「
奪
命
連
環
C
A
L
L
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
。
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
命
が
取
ら
れ
る
ほ

ど
煩
わ
し
く
か
か
っ
て
く
る
電
話
」
に
な
る
。

E
2
さ
ん
は
い
つ
も

夜
の
十
一
時
に
就
寝
す
る
か
ら
、
子
ど
も
が
夜
九
時
を
過
ぎ
た
ら
、

遅
く
帰
る
と
い
う
知
ら
せ
の
電
話
が
な
け
れ
ば
す
ぐ
携
帯
に
電
話
を

入
れ
る
。
日
本
の
社
会
に
生
き
て
い
る

E
3
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
た
際
、
文
句
を
こ
ぽ
し
た
の
に
対
し
、
母
親
の

E
2
さ
ん
は

自
分
の
教
育
法
を
自
慢
す
る
と
い
う
対
照
的
な
態
度
が
伺
え
た
。
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「
う
ち
の
マ
マ
は
い

つ
も
夜
電
話
か
け
て
く
る
ん
だ
。
も
う
二
十
歳
す
ぎ

た
の
に
、
関
係
な
く
電
話
を
か
け
て
く
る
。
た
だ
八
時
か
九
時
の
ち
ょ
う

ど
楽
し
く
飲
も
う
と
す
る
時
間
帯
な
の
に
。
か
け
て
く
る
な
と
言
っ
て
も

か
け
て
く
る
。
い
つ
も
日
本
人
の
友
達
に
言
わ
れ
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
日

本
人
の
家
庭
で
は
あ
り
え
な
い
。
ま
し
て
ボ
ク
は
男
だ
よ
。
」

(
E
3
さ
ん
）

（
四
）
日
台
の
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

在
日
外
国
人
の
ア
イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
論
文
に
お
い
て
、



ア
ジ
ア
系
の
外
国
人
が
差
別
経
験
を
受
け
た
事
例
は
枚
挙
に
暇
が
な

い
。
日
本
の
習
慣
を
知
ら
ず
綺
麗
な
日
本
語
を
喋
れ
な
い
自
分
の
母

親
を

P
T
A
に
来
さ
せ
な
い
、
も
し
く
は
友
達
に
会
わ
せ
な
い
と
い

う
事
例
も
よ
く
語
ら
れ
て
い
る
（
殷
二

0
0五
）
。
在
日
の
子
ど
も

は
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
で
き
ず
、
迷
う
時
期
が
あ
る

と
い
う
言
説
は
も
は
や
通
説
に
な
っ
て
い
る
（
福
岡
一
九
九
三
）
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
研
究
者
を
は
じ
め
、
そ
う
い
う
問
題
に
向
き
合

お
う
と
し
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
活
動
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
対
象

者
は
、
来
日
し
て
か
ら
言
語
上
の
差
別
な
ど
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
在
日
台
湾
人
の
母
親
は
自
己
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

前
向
き
に
楽
し
く
生
き
よ
う
と
慟
き
か
け
る
姿
勢
も
見
せ
て
い
る
。

ひ
た
す
ら
日
本
社
会
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
在
日
の
子
ど
も
の

立
湯
を
考
慮
し
た
上
で
子
ど
も
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
位
置
づ
け

よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
差
別
が
体
験
さ
れ
て
も
、
在
日
台
湾
人

の
母
親
は
消
極
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
子
ど
も
に
つ
け
さ
せ
な
い
。

．．．．．． 

「
世
界
の
人
間
は
み
ん
な
同
じ
だ
よ
。
性
格
だ
け
違
う
と
い
つ
も
子
ど
も

に
言
っ
て
い
る
。
い
っ
ば
い
や
ら
れ
た
。
差
別
と
か
。
い
じ
め
と
か
。
で

も
私
は
そ
う
思
い
た
く
な
い
。
そ
れ
は
性
格
の
問
題
だ
」
。

(
D
2
さ
ん
）

「
人
生
は
ハ
ッ
ピ
ー
が
一
番
大
事
。
私
は
い
つ
も
子
ど
も
に
言
っ
て
い
る
。

あ
ま
り
考
え
な
く
て
も
い
い
。
差
別
さ
れ
た
と
き
に
、
私
は
い
つ
も
笑
う
。
」

(
B
2
さ
ん
）

さ
ら
に
、
子
ど
も
が
自
分
の
民
族
性
や
肉
親
を
隠
さ
な
い
よ
う
な

予
防
対
策
を
立
て
た
。
在
日
台
湾
人
の
母
親
は
訛
り
が
あ
る
日
本
語

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
が
民
族
性
を
開
す
前
に
、
積
極
的
に
子

ど
も
よ
り
先
に
自
分
の
出
身
を
学
校
の
関
係
者
や

P
T
A
に
紹
介
し

こ°t
 「

私
は
い
つ
も
子
供
よ
り
先
動
く
。
だ
か
ら
、
友
達
に
顔
を
会
わ
せ
な
い

．．．． 

と
か
多
分
な
い
。
私
を
阻
止
で
き
な
い
。
（
中
略
）
あ
る
日
、
道
路
で
私
は

息
子
に
中
国
語
で
話
し
か
け
た
。
息
子
に
小
さ
い
声
で
っ
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
と
て
も
怒
っ
て
、
わ
ざ
と
大
き
い
声
で
中
国
語
で
息
子
の
名
前

を
呼
ん
で
、
み
ん
な
に
わ
か
る
よ
う
に
喋
っ
た
。
多
分
、
今
回
の
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
、
私
は
手
に
負
え
な
い
と
思
っ
て
、
息
子
は
だ
ん
だ
ん
受
け

止
め
て
く
れ
た
か
も
。
も
し
、
私
は
あ
の
と
き
に
、
息
子
の
言
う
通
り
に

し
た
ら
、
あ
る
い
は
謝
っ
た
ら
、
息
子
は
自
分
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
。

と
私
は
そ
う
思
う
わ
。
（
中
略
）
で
も
、
最
近
、
息
子
は
選
挙
権
が
ほ
し
い

理
由
で
、
帰
化
す
る
つ
も
り
だ
。
も
う
大
人
だ
し
、
私
は
干
渉
し
な
い
。
」

(
C
2
さ
ん
）

民
族
性
を
恥
じ
な
い
よ
う
に
戦
略
を
取
る
一
方
で
、
息
子
の
帰
化

を
認
め
る

C
2
さ
ん
は
け
っ
し
て
民
族
性
を
子
ど
も
に
強
要
し
な

い
。
子
ど
も
の
心
理
を
尊
重
し
た
上
で
、
強
制
的
に
エ
ス
ニ

ッ
ク
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
な
い
。
子
ど
も
の
状
況

に
応
じ
て
、
民
族
性
の
誇
り
を
伝
え
も
し
、
断
念
す
る
場
合
も
あ
る
。

（
五
）
中
国
語
を
学
習
さ
せ
る
理
由

以
上
、
在
日
台
湾
人
母
親
の
各
家
族
の
日
本
社
会
に
対
す
る
そ
れ
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ぞ
れ
の
適
応
と
対
抗
を
分
析
し
て
み
た
が
、
以
下
で
は
民
族
言
語
と

し
て
の
中
国
語
を
学
習
さ
せ
る
意
味
を
考
察
す
る
。
今
回
の
調
査
対

象
者
は
配
偶
者
の
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
員
子
ど
も
に
中
国
語
を

勉
強
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
民
族
言
語
の
習
得
に

つ
な
が
る
民
族
意
識
の
言
説
と
は
異
な
り
（
杜
一
九
九
一
）
、
在
日

台
湾
人
の
母
親
は
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
で
自
分
の
子
ど
も
に
中
国
語
を

習
得
さ
せ
る
。
民
族
意
識
を
継
承
す
る
と
い
う
意
識
は
決
し
て
強
い

と
は
い
え
な
い
。

「
よ
く
夏
休
み
で
台
湾
へ
帰
っ
て
中
国
語
を
勉
強
さ
せ
る
。
で
も
、
結
果

的
に
中
国
語
を
喋
ら
な
く
て
も
い
い
よ
。
私
の
出
身
地
を
好
き
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
。
」

(
A
2
さん）

「
中
国
語
が
喋
れ
ば
そ
れ
で
い
い
よ
。
台
湾
人
で
す
か
ら
中
国
語
が
で
き

な
い
と
だ
め
だ
と
思
っ
て
、
子
ど
も
を
中
華
学
校
へ
入
ら
せ
た
。
民
族
教

育
と
は
関
係
な
い
」

(
B
2
さ
ん
）

一方、

C

2
さ
ん
の
主
人
C
1
さ
ん
は
在
日
台
湾
人
二
世
だ
が
、

C
1
さ
ん
の
親
の
世
代
か
ら
通
名
を
名
乗
っ
て
お
り
、
日
本
人
学
校

へ
通
っ
て
い
た
の
で
中
国
語
ど
こ
ろ
か
台
湾
語
す
ら
で
き
な
い
。
し

か
し
、

C

2
さ
ん
は
意
図
的
に
子
ど
も
に
中
国
語
を
教
え
て
い
る
。

自
宅
で
は
な
る
べ
く
中
国
語
で
子
ど
も
に
話
し
か
け
て
い
る
。
夏
休

み
、
自
然
に
中
国
語
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、
ほ
ぽ
毎
年
台
湾

へ
帰
っ
て
長
期
間
の
キ
ャ
ン
プ
ヘ
通
わ
せ
た
。
ま
た
、
台
湾
の
英
語

塾
へ
も
通
わ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
中
国
語
と
英
語
を
同
時
に
学
習

さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
二
つ
の
言
語
と
も
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
通

用
す
る
言
語
で
あ
り
、
近
年
中
国
語
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
背
景
に
あ
る
。

C

2
さ
ん
の
中
国
語
の
習
得
戦
略
に
は
、
民
族
意

識
が
働
い
て
い
る
よ
り
は
、
た
だ
単
に
世
界
で
通
用
す
る
語
学
能
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
い
う
出
世
志
向
が
慟
い
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
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「
夫
が
い
る
な
ら
日
本
語
。
日
本
語
し
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
ね
。
子
供
だ

け
い
る
と
き
は
中
国
語
。
子
ど
も
の
小
さ
い
時
か
ら
私
は
意
識
的
に
中
国

語
ば
か
り
喋
る
。
た
だ
中
国
語
を
教
え
た
い
だ
け
。
別
に
民
族
教
育
じ
ゃ

な
い
。
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
マ
ス
タ
ー
し
て
ほ
し
い
だ
け
。
」

(
C
2
さ
ん
）

四

分

析

以
上
の
生
活
史
調
査
の
基
に
、
五
人
の
母
親
の
子
ど
も
に
対
す
る

異
文
化
適
応
戦
略
を
み
て
き
た
。
総
合
し
て
み
れ
ば
、
日
本
文
化
を

子
ど
も
に
教
え
て
い
る
と
い
う
点
で
日
本
社
会
へ
の
適
応
志
向
が
見

ら
れ
る
。
一
方
で
、
家
庭
教
育
の
躾
は
、
出
身
国
台
湾
の
祖
母
か
ら

教
え
ら
れ
た
躾
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
の
家
庭
教
育
に
対
す
る
抵
抗

が
見
ら
れ
る
。
言
語
選
択
に
お
い
て
は
、
ど
の
家
族
と
も
日
本
語
の

ほ
か
に
、
中
国
語
を
学
習
さ
せ
る
機
会
を
子
ど
も
に
提
供
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
持
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
聞

き
取
り
調
査
の
限
り
で
は
、
民
族
意
識
の
高
揚
の
た
め
で
あ
る
と
は

言
い
が
た
い
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
の
中
で
、
自
己
を



ど
こ
に
位
置
づ
け
る
の
か
に
よ
っ
て
、

異
な
っ
て
く
る
。

過
は
、
「
在
日
華
僑
は
日
本
に
同
化
す
る
の
で
は
な
く
、
華
僑
学

校
の
運
営
や
華
僑
団
体
の
活
動
を
含
め
て
、
終
始
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を

保
持
し
な
が
ら
、
日
本
と
の
融
合

・
共
生
の
道
を
模
索
し
て
き
た
」
、

ま
た
「
彼
ら
は
、
高
い
民
族
意
識
と
柔
軟
な
姿
勢
で
社
会
の
様
々
な

変
化
に
対
応
し
、
中
国
、
日
本
及
び
国
際
社
会
の
発
展
の
な
か
で
在

日
華
僑
と
し
て
の
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
（
過
一
九
九

九
こ
一
〇
八
ー
九
）
と
述
べ
た
。
ま
た
、
表
は
相
当
数
の
在
日
華
僑

は
、
帰
化
か
国
際
結
婚
の
理
由
で
、
国
籍
が
変
わ
っ
て
も
、
自
分
の

子
ど
も
を
華
僑
学
校
へ
通
わ
せ
て
中
国
語
、
伝
統
文
化
を
学
習
さ
せ

た
い
と
述
べ
て
い
る
（
衷
二

0
0四
二
三
―
―
-
）
。
し
か
し
、
今
回

の
事
例
調
査
を
通
し
て
、
在
日
台
湾
人
は
華
僑
学
校
を
は
じ
め
、
積

極
的
に
華
僑
団
体
を
参
加
す
る
姿
剪
も
、
在
日
台
湾
人
、
特
に
二
世

・

三
世
が
終
始
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
保
持
す
る
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す

姿
も
見
え
な
い
。
ま
た
、
在
日
台
湾
人
は
中
国
語
を
勉
強
さ
せ
て
も
、

必
ず
し
も
伝
統
文
化
と
結
び
付
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
民
族

意
識
を
高
揚
さ
せ
る
姿
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
民
族
性

の
継
承
と
い
う
よ
り
も
日
本
社
会
へ
の
適
応
の
度
合
い
と
民
族
的
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
持
の
度
合
い
を
天
秤
に
か
け
、
民
族
性
を
押

し
付
け
な
い
オ
ー
プ
ン
な
教
育
戦
略
を
取
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

実
証
研
究
に
基
づ
い
て
行
っ
た
事
例
研
究
で
あ
る
が
、
在
日
台
湾
人

は
在
日
中
国
人
と
適
応
戦
略
が
異
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ

民
族
言
語
に
対
す
る
意
識
も

う。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
五
人
に
共
通
し
た
傾
向
は
み
ら
れ
る
が
、

一
人
一
人
適
応
戦
略
が
異
な
る
の
で
、
以
下
で
は
上
述
し
た
ベ
リ
ー

の
枠
組
を
使
い
、
五
つ
の
観
点
、
す
な
わ
ち
①
「
学
校
の
選
択
」
、

②
「
日
本
文
化
の
習
得
」
、
③
「
台
湾
的
家
庭
教
育
」
、
④
「
日
台
の

間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
、
⑤
「
民
族
言
語
の
習
得
」
か
ら
分
析

し
て
み
る
。

ベ
リ
ー
の
枠
組
に
お
い
て
、
「
統
合
」
と
い
う
の
は
台
湾
文
化
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
台
湾
文
化
的
特
性
を
部
分
的
に
保
持
し
な
が

ら
、
日
本
社
会
と
も
順
応
関
係
を
持
つ
タ
イ
プ
で
あ
る
。
「
同
化
」

と
い
う
の
は
、
民
族
性
を
捨
て
て
、
積
極
的
に
日
本
社
会
文
化
と
一

体
化
し
よ
う
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
「
離
脱
」
と
い
う
の
は
、
台

湾
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
特
性
は
保
持
し
て
い
る
が
、
日
本

社
会
文
化
に
対
し
て
距
離
を
保
つ
。
「
周
辺
化
」
と
い
う
の
は
台
湾

文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
特
性
を
保
持
せ
ず
、
日
本
社
会
文
化

と
の
関
係
も
作
ら
な
い
状
態
を
指
す
。

図
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
五
人
の
中
に
は
、
「
周
辺
化
」
に
当

て
は
ま
る
対
象
者
は
な
く
、
「
統
合
」
、
「
同
化
」
、
「
離
脱
」
と
い
う

(8
)
 

三
つ
の
象
限
に
分
類
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

A
2
さ
ん
は
五
つ

の
観
点
の
う
ち
三
つ
が
同
化
に
分
類
さ
れ
た
が
、
言
語
習
得
と
躾
に

関
し
て
は
同
化
と
統
合
の
両
方
に
分
類
で
き
る
。

B
2
さ
ん
と
E
2

さ
ん
は
統
合
と
離
脱
の
間
を
移
動
し
て
い
る
が

C
2
さ
ん
と

D
2
さ

ん
は
調
査
の
項
目
に
よ
っ
て
、
同
化
、
統
合
、
離
脱
を
は
っ
き
り
使
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い
分
け
て
い

る
。
こ
の
よ
う

に
五
つ
の
観
点

が
す
べ
て
単
純

に
「
同
化
」
や

「
統
合
」
、
「
離

脱
」
に
集
中
す

る
事
例
は
な

く
、
一
人
の
母

親
が
項
目
に
応

じ
て
二
つ
か
三

つ
の
象
限
を
移

動
し
て
い
る
。

ま
た
、

ベ

リ
ー
の
枠
組
に

お
い
て
、

一
っ

の
項
目
が
は

っ

き
り
三
つ
の
象

限
の
ど
れ
か
に

該
当
す
る
の
で

は
な
く
、
二
つ

の
象
限
に
跨

っ

て
い
る
場
合
も

出身国のアイデンティティや文化的特性を保持させることに価値を置くか

NO 

同化

A2ー①＿②-④C2-R 

02麟

YES 

統合

B2-⑤ 

C2-⑤ 

02-④ 

E2—②—④—⑤ 

▲

B
 E

▼
 

異
文
化
の
集
団
と
関
係
を
持
た
せ
る
こ
と
に
価
値
を
お
く
か
ど
う
か

Y
E
S
 

周辺化離脱

B2—③—④ 

C2—③—④ 

02-③ 

E2-③ 

N
O
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① 学校の選択 ② 日本文化の習得 ③ 台湾的家庭教育

④ 日台の間のアイデンティティ ⑤ 民族言語の習得
図 1



あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、

A
2
さ
ん
の
言
語
習
得
戦

略
の
よ
う
に
、
日
本
語
習
得
を
最
優
先
し
て

い
る
点
で
、

日
本
に
対

す
る
同
化
の
戦
略
に
見
え
る
が
、
中
国
語
も
習
わ
せ
て
い
る
た
め
、

完
全
な
同
化
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
語
の
習
得
を

そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
い
た
め
、
完
全
な
統
合
志
向
と
も
い
え
な

い
。
日
本
人
と
結
婚
す
る
状
況
に
お
い
て
、
同
化
と
統
合
の
間
に
跨

っ

た

戦

略

を

取

っ

て

い

る

。

・

ベ
リ
ー
が
開
示
し
た
同
化
、
統
合
、
離
脱
、
周
辺
化
と
い
う
枠
組

は
一
見
し
た
と
こ
ろ
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
今
回
の
調
査
を

実
際
に
当
て
は
め
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

E
2
さ
ん
の
教
育
戦
略
は

統
合
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
躾
の
面
で
は
離
脱
志
向

を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
各
自
は
外
部
や
内
部
環
境
に
よ
り
、

対
面
し
た
状
況
に
よ
っ
て
、
適
応
戦
略
を
選
び
取
る
が
、
一
人
の
中

に
複
数
の
象
限
に
跨
っ
た
戦
略
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
の

調
査
を
通
し
て
判
明
し
た
。

本
論
は
生
活
史
に
み
る
在
日
台
湾
人
の
日
本
社
会
に
お
け
る
適
応

戦
略
を
考
察
す
る
試
み
の
―
つ
で
あ
る
。
今
回
の
扱
っ
た
事
例
が
少

数
で
あ
る
た
め
、
分
析
し
た
異
文
化
適
応
戦
略
は
十
分
だ
と
は
い
え

な
い
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
生
活
史
調
査
を
進
め
、
分
析
の
精
緻
化
を

計
り
た
い
。
ま
た
、
母
親
の
戦
略
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
子

ど
も
と
家
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ギ
ャ
プ
や
そ
の
背
景
な
ど
に

つ
い
て
の
検
証
は
次
回
の
課
題
と
し
た
い
。

註
(l
)
研
究
の
便
利
性
を
図
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
り
、
政
治
上
の
論
争
や

議
論
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(
2
)
大
阪
に
あ
る
台
湾
出
身
系
の
「
中
華
民
国
留
日
大
阪
中
華
総
会
」
（
以

下
、
中
華
総
会
と
略
記
）
の
事
務
局
長
に
よ
る
と
、
現
在
登
録
し
て
い
る

数
は
約
三
百
世
帯
（
含
日
本
籍
の
帰
化
者
）
も
あ
り
、
そ
の
家
族
も
含
め

て
お
よ
そ
千
人
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
し
た
在
日

台
湾
人
の
外
国
人
登
録
数
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
中
華
総
会
に
登
録
し
て

い
る
在
日
台
湾
人
が
い
か
に
少
な
い
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(
3
)
入
国
管
理
局
の
平
成
十
六
年
統
計
資
料
参
照
。

(
4
)
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
拠
が
法
務
省
入
国
管
理
局
の
資
料

（
調
査

~

二
0
0四
年
十
二
月
）
に
基
つ
い
た
公
表
数
字
。

(
5
)
大
阪
中
華
学
校
で
は
、
台
湾
生
ま
れ
の
割
合
は
五
十
四
％
も
あ
り
、
日

本
生
ま
れ
の
華
僑
か
華
人
は
三
十
五
％
と
い
う
（
張
二

0
0三
）
。
日
本

生
ま
れ
の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
い
る
在
日
韓
国
朝
鮮
人
の
学
校
と
は
違

ぃ
、
中
国
語
を
母
語
と
す
る
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
い
る
点
が
、
大
阪
中

華
学
校
の
―
つ
の
特
徴
と
も
言
え
る
。

(6
)
C
2
さ
ん
が
言
っ
た
証
言
は
、
す
で
に
一
七
年
前
の
も
の
で
あ
っ
て
、

現
在
の
中
華
学
校
を
指
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

(
7
)
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
』
に
よ
る
と
、
華
人

と
は
移
住
先
の
国
籍
を
取
得
し
た
中
国
系
住
民
を
さ
す
。
国
籍
を
取
得
し

て
い
な
い
華
僑
と
区
別
さ
れ
る
（
留
学
生
は
含
ま
ず
）
。
本
稿
の
調
査
対

象
者
C
2
さ
実
際
日
本
籍
に
帰
化
し
て
い
な
い
が
、
「
華
人
」
と
自
称
す

る
。
こ
こ
で
は
C
2
さ
ん
が
調
査
の
際
、
使

っ
た
言
葉
「
華
人
」
を
忠
実

に
従
う
。

(
8
)
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
す
べ
て
の
聞
き
取
り
調
査
を
示
す
こ
と
が
で
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き
な
か
っ
た
が
、
筆
者
の
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
い
て
、

の
枠
組
に
五
つ
か
観
点
か
ら
分
類
し
た
。

五
人
を
ベ
リ
ー

文
献

野
入
直
美
、
二

0
0
0
、
「
石
垣
島
の
台
湾
人
—
生
活
史
に
み
る
民
族
関
係
の

変
容
（

一）」

『
琉
球
大
学
法
文
部
人
間
科
学
科
紀
要
』
五
、
一
四
一

I
-

七
0
。

野
入
直
美
、
二

0
0
1
、
「
石
垣
島
の
台
湾
人
ー
生
活
史
に
み
る
民
族
関
係
の

変
容
（
二
）
」
『
琉
球
大
学
法
文
部
人
間
科
学
科
紀
要
』
八
‘

1
0三
I

一

二
五
。

谷
富
夫
編
一
九
九
六
、
『
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界

思
想
社
。

野
々
山
久
也
、
一
九
七
七
、
『
現
代
家
族
の
論
理
』
日
本
評
論
社

張
澤
崇
、
二

0
0三
、
「
日
本
華
僑
學
校
之
研
究
」
國
立
憂
萬
師
範
大
學
華
語

文
教
學
研
究
所
修
士
論
文
。

戴
国
輝
、
一
九
八
O
、
『
華
僑
~
「
落
葉
帰
根
」
か
ら
「
落
地
生
根
」
へ
の
苦

悶
と
矛
盾
』
研
文
出
版
。

杜
国
輝
、

一
九
九
一
『
多
文
化
社
会
へ
の
華
僑
・
華
人
の
対
応
I
日
本
・
台

湾
に
お
け
る
華
僑
学
校
卒
業
生
の
動
向
分
析
』
横
浜
中
華
学
院
。

林
愛
蘭
編
、
一
九
八
九
、
『
国
交
回
復
後
の
日
中
関
係
を
回
顧
す
る
~
一
九
七

ニ
・
九
ー
一
九
八
九
•
四
』
旅
日
華
僑
中
日
交
流
促
進
会
。

鴻
山
俊
雄
、
一
九
七
九
、
『
神
戸
大
阪
の
華
僑
ー
在
日
華
僑
百
年
史
』
華
僑
問

題
研
究
会
。

陳
天
用
、
二

0
0
-
、
『
華
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
ー
華
商
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ア

イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
』
明
石
書
店
。

王
維
、
二

0
0
1
、
『
日
本
華
僑
に
お
け
る
伝
統
の
再
編
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー

祭
祀
と
芸
能
を
中
心
に
』
風
響
社
。

福
岡
安
則
、
一
九
九
三
、
『
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
若
い
世
代
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
』
中
央
公
論
社
。

斯
波
義
信
、
一
九
九
五
、
『
華
僑
』
岩
波
書
店
。

陳
来
幸
、
二

0
0三
、
「
華
僑
華
人
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
1
1

華
僑
華
人

与
全
球
化
」
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
部
。

水
野
直
樹
他
編
、
二

0
O
J
、
『
日
本
の
植
民
地
支
配
』
岩
波
書
店

福
岡
安
則
•
金
明
秀
、

一
九
九
七
、
『
在
日
韓
国
人
青
年
の
生
活
と
意
識
』
東

京
大
学
出
版
会
。

金
東
鶴
、
二

0
0五
、
「
い
ま
、
全
国
の
朝
鮮
学
校
で
は
」
連
続
講
座
多
民
族

共
生
教
育
を
考
え
る
第
三
回
講
演
記
録
。

市
川
信
愛
、
一
九
八
七
『
華
僑
社
会
経
済
論
序
説
』
九
州
大
学
出
版
社
。

源
仲
勲
、

一
九
七
六
、
『
華
僑
政
治
経
済
論
』
東
洋
経
済
新
報
社

永
野
武
、
一
九
九
四
、
『
在
日
中
国
人
ー
歴
史
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
明
石

書
店
。

過
放
、
一
九
九
九
、
『
在
日
華
僑
の
ア
イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容
ニ
華
僑
の
多

元
的
共
生
』
東
信
堂
。

裟
暁
蘭
、
二

0
0四
、
「
日
本
社
会
に
お
け
る
華
僑
教
育
の
実
態
に
つ
い
て
ー

全
日
制
華
僑
学
校
教
育
を
中
心
に
」
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

紀
要
別
冊
十
二
号
ニ
―
五
ー
ニ
ニ
六
。

殷
燕
軍
、
二

0
0五
、
「
在
日
中
国
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
考
察

ー
新
華
僑
の
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
」
『
自
然
・
人
間
・
社
会
』
三
十
八
号

十
七
ー
三
十
六
。
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